
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人手不足解消」と「業績向上」への取り組み 

「人手不足解消」と「業績向上」は、ワーク・ライフ・バランスの認定・表彰企業にとっても大きな課題です。 

一方で、全国には、これらの課題に早くから向き合い、人材獲得や属人化解消での業績向上など、着実

に成果につなげている企業が存在します。 

当講座の実施に先立って、全国各地の企業の取組の中から、コンサルタントの渥美由喜が、成果のあが

った最先端の事例を、動画でご紹介します。（認定・表彰企業の方であれば、どなたでも視聴可能です） 

そして講座当日は、動画では伝えきれなかった取組の背景や実際に取組を進めていく際のコツなど、よ

り実践的なお話をお伝えします。その後、皆さんの疑問や質問にひとつひとつ丁寧に答えていく時間も

たっぷり取っています。今回ご紹介する先進事例について、疑問に思ったことを質疑応答で解消しなが

ら、自社での実践に役立ててください。 

公益財団法人兵庫県勤労福祉協会  ひょうご仕事と生活センター 

2024年7 月11 日 （木） 13:30～16:30 

講師 

令和６年度 ひょうご仕事と生活センター 認定・表彰企業 学びの会 

■第１部  レクチャー 

・動画で紹介した企業事例では、 

「人手不足解消」と「業績向上」の課題にどう向き合い、 

 どのようにして成果をあげていったか 
 

■第２部  質疑応答 

・自社で取り組むにあたっての懸念や疑問を解消 

主 催 

※ お申し込み方法は本チラシ裏面をご覧ください。 

 

【主な内容】 

渥美 由喜  
あつみ   なおき 

対象 ：  認定・表彰企業のワーク・ライフ・バランス推進担当者 

（総務・労務・人事等の担当者） 

ひょうご仕事と生活センター 

 コンサルタント 

先進事例に学ぶ！ オンライン（ZOOM）開催 

※実施日の２日前に、登録されたメールアドレスに Zoomの招待URLをお送りします。 

※参加者のみなさんにもご発言いただく場合があります。 

※より快適にご参加いただくため、ヘッドセットもしくはマイク付きイヤホンをご用意ください。 

方法 ：  ビデオ会議サービス Zoomを使ってのオンラインセミナー  



 

 

 

 

 

 

講師プロフィール 
ひょうご仕事と生活センター コンサルタント 

関西広域連合 有識者委員 

内閣府 地域働き方改革推進会議委員 
渥美 由喜  

公益財団法人兵庫県勤労福祉協会   ひょうご仕事と生活センター 

〒650-0011 神戸市中央区下山手通 6-3-28 兵庫県中央労働センター1F 

TEL：078-381-5277  FAX：078-381-5288  E-MAIL：info＠hyogo-wlb.jp 

ホームページ https://www.hyogo-wlb.jp 

 

「採用難」「人材の高齢化」「DX 化」「属人化解消≒教える側の人数が少ない」といった課題について、事例を紹

介した動画をご用意しました。（動画の URLは認定・表彰企業への講座案内メールに記載しています） 

当日参加の方は、実施日までに動画をご確認ください。当日のご参加が難しい方も、どうぞご覧ください。 

各動画の最後に質問用QRコードをつけています。質問があればご記入ください。 

（当日参加されない方へは、学びの会 終了後に、担当コンサルタントを通じてご回答いたします） 

以下の方法で ７月４日（木） までにお申込みください。 

応募フォーム 
以下の URL又はQRコードからお申込みください。 

※フォームからのお申込みができない場合は、担当のコンサルタント 

もしくは info＠hyogo-wlb.jpまでご連絡ください。 

※同じ会社から複数人の参加も可能ですが、それぞれでお申込みをお願いします。 

お申込み 

 

※いただきました個人情報は当センターからのご連絡のみに使用し、取扱いは厳重に注意いたします。 

https://forms.office.com/r/iC2Xn77iGP 

 

 
講師の自己紹介動画 

事例動画について 

1992年東京大学法学部政治学科卒業。 

富士総合研究所、富士通総研、東レ経営研究所等、複数のシンクタンクで、ダイバーシティ＆

ワークライフバランス研究部長、主席コンサルタント、研究統括、研究所長等を歴任。  

これまでにワーク・ライフ・バランスやダイバーシティに取組む先進企業を国内外 2150 社 

のべ 8000 回訪問。20 数年前から、自治体経由で地方の中小企業や、勤務先のシンクタン

ク経由で大企業のコンサルティングを多数、手掛ける。 

17歳と 14歳の 2児を共働きの妻とともに育てており、育児休業を 2回取得。 2006年

に『イクメン』という言葉を考案。市民の三面性＝職業人、家庭人、地域人が座右の銘。 

https://forms.office.com/r/iC2Xn77iGP

